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″ν平面上の放物線σ:ν ="2を考える。原点を0と し,放物線σ上の点 P(t,ι2)(tハ

0)における接線をιとする。直線OPとιのなす角をθ
(0<θ
<サ
)と
する。

(1)tan θを
`を
用いて表せ。

(2)点 Pを通りιとなす角がθであるような 2本の直線のうち,直線 OPではない直線鶴
の方程式を求めよ。

(3)(2)で求めた直線鶴が点 (♀ ,0)を
通るとする。このとき,点 Pの座標を求めよ。
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